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広島市現代美術館 コレクション展 2026-1 
「ハプニング企画〜愛する⾳〜」を開催します 

 
広島文化学園大学学芸学部子ども教育学科（広島市安佐南区）の三桝正典 教授（美術家）は、広島市現代

美術館で開催中のコレクション展 2026-1 展覧会において、「愛する音」と題した「ハプニング」企画を
開催いたします。 

今回の「ハプニング」企画は 1993 年に三桝正典教授の「時〜音」（広島市現代美術館所蔵作品）の発表
時に行った「ハプニング」※を再現していく試みとして、広島文化学園大学学芸学部音楽学科の２人の教員
/演奏者が三桝の「時〜音」の作品を通して感じた様々なイメージを、それぞれの演奏者の感性でそれぞれ
の「愛する音」を表現（演奏）します。 

※ 現代美術における「ハプニング」は、1950 年代後半から 1960 年代にかけて広がった芸術表現で、完成された「モノ」
ではなく、「その瞬間、その場所で人々と共に起こる経験」に価値を見出そうとした、これまでのアートの歴史を大
きく変えた画期的な試み 

 
【本件のポイント】 

●広島市現代美術館で開催中の展覧会「コレクション展 2026-1」において、美術館所蔵 三桝正典「時
〜⾳」の作品前で、広島文化学園大学学芸学部音楽学科の教員/演奏者２人により「愛する音」を演奏 

 
【実施概要】 
日  時  9 月 5 日（土） ① 11：35〜11：40、② 14：35〜14：40 
内  容  ① バスドラムを静かに奏で「愛する音」を表現 
        演奏：畑山洋平（学芸学部音楽学科助教） 
      ② トランペットを静かに奏で「愛する音」を表現 

演奏：村上俊也（学芸学部音楽学科講師） 
後  援  広島文化学園大学学芸学部 広島文化学園短期大学 
 
広島市現代美術館のコレクション展 2026-Ⅰ…年間テーマ「美術館の時間」のもと、チャプター1「タイムマ
シーン」として作品や美術館のあり方を紹介する展覧会。会期は 2026 年 6 月 27 日（土）から 9 月 23 日
（水・休）まで。丸木位里・丸木俊の《原爆―ひろしまの図》が 7 年ぶりに展示されるほか、草間彌生や河
原温らの作品が公開。 


